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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡に利用される流体管路切換装置であって
、ピストンの着脱を行う際に、パッキンがシリンダに形
成された接続孔に接触することを防止して、パッキンが
損傷することを防止することができる流体管路切替装置
を提供する。
【解決手段】ピストン７６と、複数のシール部材８２を
有するボタン６８と、ピストンの挿入方向に段階的に縮
径し、側面に流体管路が接続される接続孔が形成される
シリンダ７２と、ピストンの下端位置を規定するための
ストッパとを有し、複数のシール部材が、先端側に向か
って段階的に細くなり、シリンダ内を軸線方向に分離す
るものであり、かつ、シール部材の径は、ピストンの、
シール部材が摺接する段の上の段の内径よりも小さく、
かつ、各流体管路とシリンダとを接続するための接続孔
の位置はそれぞれ、対応する段に摺接するシール部材の
下端位置よりも先端側にある。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の流体管路に接続されて複数の流体管路の連通状態を切り替える流体管路切替装
置であって、
　ピストンと、前記ピストンに取り付けられる複数のシール部材を有するボタンと、
　前記ピストンが挿入され、前記ピストンの挿入方向に段階的に縮径し、側面に前記複数
の流体管路をそれぞれ接続される接続孔が形成されるシリンダと、
　前記ピストンを前記シリンダ内に押し込んだ際の下端位置を規定するためのストッパと
を有し、
　前記複数のシール部材が、前記ピストンの挿入方向の先端側に向かって段階的に細くな
り、前記シリンダ内面とピストン外面との間で前記シリンダ内を軸線方向に分離するもの
であり、かつ、前記シール部材の径は、前記ピストンの、前記シール部材が摺接する段の
上の段の内径よりも小さく、
　かつ、各流体管路と前記シリンダとを接続するための前記接続孔の位置はそれぞれ、対
応する段に摺接する前記シール部材の下端位置よりも先端側にあることを特徴とする流体
管路切替装置。
【請求項２】
　前記ピストンが、前記ピストンの軸方向に離間して配置され、前記先端側に向かって小
さくなる４つの前記シール部材を有し、
　前記シリンダが、前記ピストンの４つの前記シール部材がそれぞれ摺接する、前記先端
側の第１の領域、前記第１の領域に隣接し前記第１の領域よりも大径の第２の領域、前記
第２の領域に隣接し前記第２の領域よりも大径の第３の領域、および、前記第３の領域に
隣接し前記第３の領域よりも大径の第４の領域を有する請求項１に記載の流体管路切換装
置。
【請求項３】
　前記複数の流体管路が、４つの流体管路であって、それぞれ、前記底部、前記第２の領
域、前記第３の領域、前記第４の領域に接続される請求項２に記載の流体管路切替装置。
【請求項４】
　前記ピストンが、前記先端側に底部を有し、前記第１の領域と前記底部との間の領域は
、前記第１の領域よりも大径に形成されている請求項２または３に記載の流体管路切替装
置。
【請求項５】
　前記ストッパは、前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前
記ピストンの前記下端位置を規定するものであり、かつ、前記下端位置において、前記第
２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前記第２の領域と前記第３の
領域との間を気密に分離するシール部材である請求項２～４のいずれかに記載の流体管路
切替装置。
【請求項６】
　前記ピストンが、前記シリンダの内面に常時接触して、前記ピストンを前記シリンダの
軸線方向にのみ移動するようにガイドするスライダを有する請求項１～５のいずれかに記
載の流体管路切換装置。
【請求項７】
　体腔内に挿入される挿入部、この挿入部の先端部から流体を射出するための複数の管路
、および、前記先端部から射出する流体を変更するための流体管路切換装置を有し、前記
挿入部を体腔内に挿入することにより被観察部を観察する内視鏡であって、
　前記流体管路切換装置が、ピストンと、前記ピストンに取り付けられる複数のシール部
材を有するボタンと、前記ピストンが挿入され、前記ピストンの挿入方向に段階的に縮径
し、側面に前記複数の流体管路をそれぞれ接続される接続孔が形成されるシリンダと、前
記ピストンを前記シリンダ内に押し込んだ際の下端位置を規定するためのストッパとを有
し、
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　前記複数のシール部材が、前記ピストンの挿入方向の先端側に向かって段階的に細くな
り、前記シリンダ内面とピストン外面との間で前記シリンダ内を軸線方向に分離するもの
であり、かつ、前記シール部材の径は、前記ピストンの、前記シール部材が摺接する段の
上の段の内径よりも小さく、かつ、各流体管路と前記シリンダとを接続するための前記接
続孔の位置はそれぞれ、対応する段に摺接する前記シール部材の下端位置よりも先端側に
あることを特徴とする内視鏡。
【請求項８】
　前記流体管路切換装置の前記ピストンが、前記ピストンの軸方向に離間して配置され、
前記先端側に配置されるものほど小さくなる４つの前記シール部材を有し、
　前記シリンダが、前記ピストンの４つの前記シール部材がそれぞれ摺接する、前記先端
側の第１の領域、前記第１の領域に隣接し前記第１の領域よりも大径の第２の領域、前記
第２の領域に隣接し前記第２の領域よりも大径の第３の領域、および、前記第３の領域に
隣接し前記第３の領域よりも大径の第４の領域を有する請求項７に記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記複数の流体管路が、４つの流体管路であって、それぞれ、前記底部、前記第２の領
域、前記第３の領域、前記第４の領域に接続される請求項８に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記ピストンが、前記先端側に底部を有し、前記第１の領域と前記底部との間の領域は
、前記第１の領域よりも大径に形成されている請求項８または９に記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記ストッパは、前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前
記ピストンの前記下端位置を規定するものであり、かつ、前記下端位置において、前記第
２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前記第２の領域と前記第３の
領域との間を気密に分離するシール部材である請求項８～１０のいずれかに記載の内視鏡
。
【請求項１２】
　前記ピストンが、前記シリンダの内面に常時接触して、前記ピストンを前記シリンダの
軸線方向にのみ移動するようにガイドするスライダを有する請求項７～１１のいずれかに
記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の送気／送水ボタン等に用いられる流体管路切換装置、および、この
流体管路切換装置を用いる内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡は、人体等の生体内に挿入されて、臓器の診断や検査等に利用さ
れている。
　内視鏡は、基本的に、人体に挿入される挿入部、挿入部の操作や送気／送水などの内視
鏡の操作を行なう操作部、送気手段、吸水手段、吸引ポンプ等と接続されるコネクタ（Ｌ
Ｇ(Light Guide)コネクタ）、および、コネクタと操作部および挿入部を接続するユニバ
ーサルコード（ＬＧ軟性部）等から構成される。
　また、挿入部は、ＣＣＤセンサを有する撮像ユニットや照明レンズ等が組み込まれた先
端部と、基端側の長尺な軟性部と、先端部と軟性部との間に設けられる、内視鏡の操作部
での操作に応じて屈曲されるアングル部とを有する。
【０００３】
　挿入部の先端部には、前述のように、ＣＣＤセンサ等を有する撮像ユニット、ライトガ
イド（光ファイバ）の先端部およびライトガイドが伝播した光を検査部位に照射するため
の照明レンズ（観察窓）等が組み込まれる。
　さらに、挿入部の先端部には、生検鉗子等の処置具を被処置部に挿入するための鉗子孔
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（鉗子チャンネル）や、照明レンズや被処置部の洗浄、体腔を膨らませて観察視野を広げ
るための送気等を行うための、送気／送水ノズル（送気チャンネル）も設けられる。
【０００４】
　送気／送水ノズルを用いた送気／送水の機能を有する内視鏡では、一般的に、コネクタ
からユニバーサルコード、操作部および挿入部を通って先端部に至るまで、可撓性のチュ
ーブが挿通される。このチューブを通して、コネクタに接続された送気源や吸水源から供
給された空気や水を、挿入部の先端部に供給し、射出する。
　また、操作部には、このチューブと連通する（流体）管路切換装置が設けられており、
この管路切換装置を操作することによって、送気および送水のｏｎ／ｏｆｆを行えるよう
になっている。
【０００５】
　この管路切換装置は、一例として、特許文献１や特許文献２に示されるように、前述の
コネクタから先端部まで挿通されるチューブに接続されるシリンダと、このシリンダの軸
線方向に移動自在に挿入されるピストンを含む、医師が操作を行うためのボタンとから構
成される。
【０００６】
　これらの管路切換装置では、ボタンのピストンをシリンダに挿入して、ボタン受けを内
視鏡操作部の所定位置に固定することにより、管路切換装置が構成され、かつ、内視鏡に
取付けられる。
　内視鏡の管路切換装置では、ボタンの押圧（押下）や開放、ボタンおよびボタン頭に形
成された空気排出孔の閉塞や開放等の、ボタン頭を用いたボタンの操作によって、送気の
ｏｎ／ｏｆｆ、送水のｏｎ／ｏｆｆ、送気と送水との切換等が行えるようになっている。
【０００７】
　また、ピストンの外周には、シリンダとピストンとの間の空間を軸線方向に分離する、
略円筒状のパッキン（シール部材）が取付けられる。
　管路切換装置では、このパッキンによって、シリンダとピストンとの間の空間で形成さ
れる水および空気の流路を分離し、かつ、ボタンの操作に応じて、シリンダに接続される
チューブに対する管路切換装置内での流路の切換を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平９－２９４７１４号公報
【特許文献２】特開２００５－００６８２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記のような管路切替装置においては、ボタンの操作によってピストンが移動する際に
、パッキンがシリンダに形成された接続孔（流体管路が接続される孔）に接触すると、パ
ッキンに傷がついてしまう。そのため、特許文献２のように、ボタンの操作によってパッ
キンが移動する領域とは異なる位置に接続孔を形成して、パッキンが接続孔に接触しない
ようにすることが行われている。
【００１０】
　ところで、内視鏡装置においては、内視鏡による検査を行うたびに内視鏡の洗浄を行う
必要がある。内視鏡の洗浄を行う際には、ピストン（ボタン）をシリンダから取り外して
洗浄を行い、洗浄後、再度ピストン（ボタン）をシリンダに組み付ける。
　内視鏡装置においては、ピストンの着脱を行う頻度が多いため、内視鏡の洗浄を行うた
めにピストンの着脱を行う際に、パッキンが、シリンダの内径に形成された接続孔に接触
すると、やはり、パッキンに傷がついてしまい、シール性能が低下したり、パッキンが切
れてしまい、適切な管路の切り替えができないおそれがある。
　しかしながら、ピストンの着脱の際に、パッキンがシリンダに形成された接続孔に接触
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することについては考慮されていなかった。
【００１１】
　本発明の目的は、前記従来技術の問題点を解決することにあり、内視鏡の送気／送水ボ
タン等に利用される流体管路切換装置であって、ピストンの着脱を行う際に、ピストンの
パッキンが、シリンダに形成された接続孔に接触することを防止して、パッキンが傷つい
て、シール性能が低下したり、パッキンが切れてしまうことを防止して、適切に管路の切
り替えを行うことができる、内視鏡用の流体管路切替装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明は、内視鏡の流体管路に接続されて複数の流体管路
の連通状態を切り替える流体管路切替装置であって、ピストンと、前記ピストンに取り付
けられる複数のシール部材を有するボタンと、前記ピストンが挿入され、前記ピストンの
挿入方向に段階的に縮径し、側面に前記複数の流体管路をそれぞれ接続される接続孔が形
成されるシリンダと、前記ピストンを前記シリンダ内に押し込んだ際の下端位置を規定す
るためのストッパとを有し、前記複数のシール部材が、前記ピストンの挿入方向の先端側
に向かって段階的に細くなり、前記シリンダ内面とピストン外面との間で前記シリンダ内
を軸線方向に分離するものであり、かつ、前記シール部材の径は、前記ピストンの、前記
シール部材が摺接する段の上の段の内径よりも小さく、かつ、各流体管路と前記シリンダ
とを接続するための前記接続孔の位置はそれぞれ、対応する段に摺接する前記シール部材
の下端位置よりも先端側にあることを特徴とする流体管路切替装置を提供する。
【００１３】
　このような本発明において、前記ピストンが、前記ピストンの軸方向に離間して配置さ
れ、前記先端側に配置されるものほど小さくなる４つの前記シール部材を有し、前記シリ
ンダが、前記ピストンの４つの前記シール部材がそれぞれ摺接する、前記先端側の第１の
領域、前記第１の領域に隣接し前記第１の領域よりも大径の第２の領域、前記第２の領域
に隣接し前記第２の領域よりも大径の第３の領域、および、前記第３の領域に隣接し前記
第３の領域よりも大径の第４の領域を有することが好ましい。
　また、前記複数の流体管路が、４つの流体管路であって、それぞれ、前記底部、前記第
２の領域、前記第３の領域、前記第４の領域に接続されるのが好ましい。
　また、前記ピストンが、前記先端側に底部を有し、前記第１の領域と前記底部との間の
領域は、前記第１の領域よりも大径に形成されていることが好ましい。
　また、前記ストッパは、前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接し
て、前記ピストンの前記下端位置を規定するものであり、かつ、前記下端位置において、
前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前記第２の領域と前記
第３の領域との間を気密に分離するシール部材であることが好ましい。
　また、前記ピストンが、前記シリンダの内面に常時接触して、前記ピストンを前記シリ
ンダの軸線方向にのみ移動するようにガイドするスライダを有することが好ましい。
【００１４】
　また、本発明は、体腔内に挿入される挿入部、この挿入部の先端部から流体を射出する
ための複数の管路、および、前記先端部から射出する流体を変更するための流体管路切換
装置を有し、前記挿入部を体腔内に挿入することにより被観察部を観察する内視鏡であっ
て、前記流体管路切換装置が、ピストンと、前記ピストンに取り付けられる複数のシール
部材を有するボタンと、前記ピストンが挿入され、前記ピストンの挿入方向に段階的に縮
径し、側面に前記複数の流体管路をそれぞれ接続される接続孔が形成されるシリンダと、
前記ピストンを前記シリンダ内に押し込んだ際の下端位置を規定するためのストッパとを
有し、前記複数のシール部材が、前記ピストンの挿入方向の先端側に向かって段階的に細
くなり、前記シリンダ内面とピストン外面との間で前記シリンダ内を軸線方向に分離する
ものであり、かつ、前記シール部材の径は、前記ピストンの、前記シール部材が摺接する
段の上の段の内径よりも小さく、かつ、各流体管路と前記シリンダとを接続するための前
記接続孔の位置はそれぞれ、対応する段に摺接する前記シール部材の下端位置よりも先端
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側にあることを特徴とする内視鏡を提供する。
【００１５】
　このような本発明の内視鏡において、前記流体管路切換装置の前記ピストンが、前記ピ
ストンの軸方向に離間して配置され、前記先端側に配置されるものほど小さくなる４つの
前記シール部材を有し、前記シリンダが、前記ピストンの４つの前記シール部材がそれぞ
れ摺接する、前記先端側の第１の領域、前記第１の領域に隣接し前記第１の領域よりも大
径の第２の領域、前記第２の領域に隣接し前記第２の領域よりも大径の第３の領域、およ
び、前記第３の領域に隣接し前記第３の領域よりも大径の第４の領域を有するのが好まし
い。
　また、前記複数の流体管路が、４つの流体管路であって、それぞれ、前記底部、前記第
２の領域、前記第３の領域、前記第４の領域に接続されることが好ましい。
　また、前記ピストンが、前記先端側に底部を有し、前記第１の領域と前記底部との間の
領域は、前記第１の領域よりも大径に形成されていることが好ましい。
　また、前記ストッパは、前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接し
て、前記ピストンの前記下端位置を規定するものであり、かつ、前記下端位置において、
前記第２の領域と前記第３の領域との境界となる段差に当接して、前記第２の領域と前記
第３の領域との間を気密に分離するシール部材であることが好ましい。
　また、前記ピストンが、前記シリンダの内面に常時接触して、前記ピストンを前記シリ
ンダの軸線方向にのみ移動するようにガイドするスライダを有することが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　上述のように、本発明の流体管路切換装置は、内視鏡の送気／送水ボタン等に利用され
る物であり、複数の流体管路が接続されるシリンダと、軸線方向に移動可能な状態でシリ
ンダに挿入されるピストン（ボタン）とからなる。
　本発明は、このような内視鏡用の流体管路切換装置において、ピストンと、複数のシー
ル部材を有するボタンと、ピストンの挿入方向に段階的に縮径し、側面に流体管路が接続
される接続孔が形成されるシリンダと、ピストンの下端位置を規定するためのストッパと
を有し、複数のシール部材が、先端側に向かって段階的に細くなり、シリンダ内を軸線方
向に分離するものであり、かつ、シール部材の径は、ピストンの、シール部材が摺接する
段の上の段の内径よりも小さく、かつ、各流体管路とシリンダとを接続するための接続孔
の位置はそれぞれ、対応する段に摺接するシール部材の下端位置よりも先端側にある構成
とする。
【００１７】
　そのため、本発明によれば、ピストンの着脱を行う際に、ピストンのパッキンが、シリ
ンダに形成された接続孔に接触することを防止することができる。そのため、パッキンが
傷ついて、シール性能が低下したり、パッキンが切れてしまうことを防止することができ
、適切に管路の切り替えを行うことができる。また、パッキンの損傷を防止することがで
きるので、パッキンの長寿命化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の流体管路切換装置を利用する本発明の内視鏡の一例を概念的に示す図で
ある。
【図２】図１に示す内視鏡の挿入部の先端部の概念図である。
【図３】内視鏡内の流体管路を説明するための概念図である。
【図４】（Ａ）は、図１に示す内視鏡に用いられる送気／送水ボタンのボタンおよびボタ
ン受けの断面を概念的に示す図、（Ｂ）は、この送気／送水ボタンの断面を概念的に示す
図である。
【図５】（Ａ）および（Ｂ）は、図１に示す内視鏡に用いられる送気／送水ボタンの作用
を説明するための概念図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１９】
　以下、本発明の流体管路切換装置および内視鏡について、添付の図面に示される好適実
施例を基に、詳細に説明する。
【００２０】
　図１に、本発明の流体管路切換装置を利用する本発明の内視鏡の一例を概念的に示す。
　図１に示す内視鏡１０は、体腔（消化管、耳鼻咽喉など）等の治療や検査を行なう処置
部に挿入されて、体内の観察、静止画や動画の撮影、生体組織の採取などの処置等を行な
うものである。
【００２１】
　内視鏡１０は、ＣＣＤセンサを用いて検査部位の画像を撮像（撮影）して、検査部位の
観察、動画や静止画の撮影を行なう、いわゆる電子スコープ型の内視鏡である。この内視
鏡１０は、通常の内視鏡と同様に、挿入部１２、操作部１４、ユニバーサルコード１６、
ＬＧコネクタ１８、および、ビデオコネクタ２０を有して構成される。
　また、挿入部１２は、体腔内等の検査部位に挿入される、長尺な部位で、公知の内視鏡
と同様に、先端（挿入側の先端＝操作部１４と逆端）の先端部２４と、アングル部２６と
、軟性部２８とを有する。
【００２２】
　操作部１４は、内視鏡１０の操作を行なう部位である。
　操作部１４には、通常の内視鏡と同様に、鉗子口３２、先端部２４からの吸引を行なう
ための吸引ボタン３４、先端部２４から送気および送水を行なうための送気／送水ボタン
３６等が配置される。
　この送気／送水ボタンは、本発明の内視鏡用の流体管路切換装置である。内視鏡１０は
、操作部１４に設けられる送気／送水ボタン３６として、本発明の流体管路切換装置を利
用する以外、基本的に、公知の内視鏡である。
【００２３】
　操作部１４には、アングル部２６を左右方向に湾曲させるＬＲツマミ３８、同上下方向
（前記左右と直交する方向）に湾曲させるＵＤツマミ４０、アングル部２６を湾曲状態で
保持するためのＬＲブレーキ４２およびＵＤブレーキ４６も設けられる。
　さらに、電子スコープである内視鏡１０には、これらの操作手段以外にも、ズームスイ
ッチ、静止画の撮影スイッチ、動画の撮影スイッチ、フリーズスイッチ等、撮像ユニット
（ＣＣＤセンサ）を用いて画像を観察／撮影する内視鏡が有する、各種のスイッチが設け
られている。
【００２４】
　ＬＧ(Light Guide)コネクタ１８は、内視鏡を使用する施設における、吸引源、送水源
、送気源等と、内視鏡１０とを接続するための部位である。そのため、ＬＧコネクタ１８
には、内視鏡１０と吸引源（吸引手段）とを接続するための吸引コネクタ４８、同送水源
（給水源＝吸水手段）と接続するための送水コネクタ５０、同送気源（送気手段）と接続
するための送気コネクタ５２等が設けられる。
　また、ＬＧコネクタ１８には、照明光源を接続するためのＬＧ棒５４や、電子メスを使
用する際にＳコードを接続するＳ端子等が設けられる。
【００２５】
　前述のように、内視鏡１０は電子スコープであるので、ＬＧコネクタ１８には、プロセ
ッサ装置と内視鏡１０とを接続するためのビデオコネクタ２０が接続される。ＣＣＤセン
サ５２が撮像した画像（画像データ）や、操作部１４における各種の指示は、前述のデー
タケーブル７８によって、このＬＧコネクタ１８を経てビデオコネクタ２０からプロセッ
サ装置等に出力される。
【００２６】
　ユニバーサルコード（ＬＧ軟性部）１６は、ＬＧコネクタ１８と操作部１４とを接続す
る部位である。
　このユニバーサルコード１６には、送水コネクタ５０に接続する送水チャンネル５０Ｌ
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、送気コネクタ５２に接続する送気チャンネル５２Ｌ、吸引コネクタ４８に接続する吸引
チャンネル４８Ｌ、ライトガイド、データケーブル等が収容／挿通される。
【００２７】
　前述のように、内視鏡１０の挿入部１２は、先端部２４、アングル部２６、および、軟
性部２８を有して構成される。
　アングル部（湾曲部）２６は、先端部２４を目的位置に挿入したり目的位置に位置させ
るために、操作部１４におけるＬＲツマミ３８等の操作によって上下および左右（直交す
る４方向）に湾曲する領域である。
　軟性部２６は、先端部２４およびアングル部２６と、操作部１４とを繋ぐ部位で、検査
部位への挿入に対して十分な可撓性を有する長尺なものである。
【００２８】
　図２に先端部２４の正面（挿入部１２の先端面）を概念的に示す。
　図示例の内視鏡１０において、先端部２４には、撮像ユニットが有する撮影レンズ５８
および照明レンズ６０が組み込まれている。
　ＣＣＤセンサや撮影レンズ５８等の撮影に必要な素子や光学部品等を組み込んでユニッ
ト化したものである。撮像ユニットが撮影した画像を送るための信号線は、挿入部１２（
アングル部２６および軟性部２８）、操作部１４、ユニバーサルコード１６、ＬＧコネク
タ１８を介して、ビデオコネクタ２０まで挿通される。
　照明レンズ６０は、ライトガイド（例えば細い光ファイバの束）が伝播した光を、被検
査部に照射するためのレンズである。ライトガイドは、挿入部１２（同前）、操作部１４
、ユニバーサルコード１６を挿通して、ＬＧコネクタ１８のＬＧ棒５４まで挿通される。
【００２９】
　また、挿入部１２の先端部２４には、鉗子孔７２、送気および送水を行うための送気／
送水ノズル６４が形成される。
【００３０】
　図３に、内視鏡１０における流体管路を概念的に示す。
　前述の鉗子口３２は、鉗子チャンネル３２Ｌによって鉗子孔７２に連通する。
　ＬＧコネクタ１８の吸引コネクタ４８は、吸引チャンネル４８Ｌに接続される。吸引チ
ャンネル４８Ｌは、ＬＧコネクタ１８から、ユニバーサルコード１６を挿通して操作部１
４に至り、操作部１４において、吸引ボタン３４に接続される。さらに、吸引チャンネル
４８Ｌは、吸引ボタン３４から、鉗子チャンネル３２Ｌに接続される。
【００３１】
　また、ＬＧコネクタ１８の送水コネクタ５０は、送水チャンネル５０Ｌに接続される。
送水チャンネル５０Ｌは、ＬＧコネクタ１８から、ユニバーサルコード１６を挿通して操
作部１４に至り、操作部１４において送気／送水ボタン３６に接続される。さらに、送水
チャンネル５０Ｌは、送気／送水ボタン３６から、送気／送水チャンネル６４Ｌに接続さ
れる。
　他方、ＬＧコネクタ１８の送気コネクタ５２は、送気チャンネル５２Ｌに接続される。
送気チャンネル５２Ｌも、ユニバーサルコード１６を挿通して操作部１４に至り、操作部
１４において送気／送水ボタン３６に接続される。さらに、送気チャンネル５２Ｌも、送
気／送水ボタン３６から、送気／送水チャンネル６４Ｌに接続される。
　送水チャンネル５０Ｌおよび送気チャンネル５２Ｌが接続された送気／送水チャンネル
６４Ｌは、挿入部１２（軟性部２８およびアングル部２４）を挿通して、挿入部１２の先
端部２４において、送気／送水ノズル６４に接続される。
【００３２】
　図４に、この送気／送水ボタン３６の概略断面図を示す。
　この送気／送水ボタン３６は、基本的に、ボタン６８と、ボタン受け７０と、シリンダ
７２とから構成される。なお、図４において、（Ａ）は、ボタン６８およびボタン受け７
０を示し、（Ｂ）は、シリンダ７２も含んで、送気／送水ボタン３６が内視鏡１０の操作
部１４に組み込まれた状態を示す。
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【００３３】
　図４（Ｂ）に示すように、シリンダ７２は、下面が閉塞する、金属製の略円筒形のもの
である。なお、本発明において、『下』とは、内視鏡１０（操作部１４）の内部側（すな
わち、ボタン６８の押圧方向）であり、『上』とは、内視鏡１０の外部側（すなわち、同
押圧からの開放方向）である。
　内視鏡１０は、操作部１４の所定位置に円形の貫通孔を形成し、この貫通孔を囲んで円
筒状の壁部１４ａが立設される。この壁部１４ａの内面には、ネジ山が形成されている。
他方、シリンダ７２の上端部外面にも、ネジ山が形成されている。内視鏡１０においては
、この壁部１４ａの内面に、シリンダ７２の上端部の外面を螺合することにより、シリン
ダ７２を操作部１４に固定する。
【００３４】
　シリンダ７２は底部を有し、その内部は、軸線方向の下方に向かって、４段階で、漸次
、径が小さくなっており（大径領域７２ａ、中径領域７２ｂ、小径領域７２ｃおよび最小
径領域７２ｄ）、最下端部で、径が大きくなっている（水導入部７２ｅ）。
　なお、シリンダ７２と、後述するボタン６８のピストン７６の軸線方向（中心線方向）
は、一致しているので、以下の説明では、この方向を単に『軸線方向』とも言う。
【００３５】
　シリンダ７２において、最下端部の水導入部７２ｅには、水の流入口５０ｉが形成され
て、此処に送水チャンネル５０Ｌの入り側が接続される。また、小径領域７２ｃの下端部
には、水の流出口５０ｊが形成されて、此処に送水チャンネル５０Ｌの出側が接続される
。
　さらに、シリンダ７２において、中径領域７２ｂの下端部には、空気の流入口５２ｉが
形成されて、此処に送気チャンネル５２Ｌの入り側が接続される。また、大径領域７２ａ
には、空気の排出口５２ｊが形成されて、此処に送気チャンネル５２Ｌの出側が接続され
る。
【００３６】
　ボタン６８は、ピストン７６とボタン頭７８とから構成される。
　ピストン７６は、金属製の略円柱の物で、下端部近傍が小径部７６ａとなっている。ピ
ストン７６は、上端の一部を除いて、軸線方向に移動可能にシリンダ７２に収容される。
　また、ピストン７６の中心には、軸線方向に延在して長穴７６ｂが形成（穿孔）されて
いる。この長穴７６ｂは、図４（Ｂ）に示す、ボタン６８が押圧されていない状態では、
下端がシリンダ７２の中径領域７２ｂの下端部近傍に位置するように、形成される。
　また、長穴７６ｂの下端は、ボタン６８が最も下まで押圧された際には、シリンダ７２
の小径領域７２ｃに位置するように形成される（図５（Ｂ）参照）。
【００３７】
　なお、以下の説明では、便宜的に、ボタン６８が押圧されていない状態を『定常位置』
、ボタン８６が最も下まで押圧された状態を『押圧位置（下端位置）』とも言う。
【００３８】
　ピストン７６には、長穴７６ｂまで貫通するように、軸線方向に離間して２つの貫通孔
７６ｃおよび７６ｄが形成されている。
　上方の貫通孔７６ｃは、定常位置では、シリンダ７２の大径部７２ａに位置し、押圧位
置では、シリンダ７２の中径領域７２ｂに位置するように、形成される。
　下側の貫通孔７６ｄは、長穴７６ｂの下端部に形成される。前述のように、定常状態で
は、長穴７６ｂの下端部は中径領域７２ｂの下端部に位置する。従って、この下側の貫通
孔７６ｄは、押圧位置では、シリンダ７２の小径領域７２ｃに位置する。
【００３９】
　ピストン７６の下端部には、軸線方向に離間して、２つのリブ８０ａが全周に形成され
る。また、このリブ８０ａの間には、外周に凸部を有する円筒状のパッキン（シール部材
）８２ａが嵌入／保持される。
【００４０】
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　パッキン８２ａは、ゴムや弾性を有する樹脂で形成される。このパッキン８２ａは、シ
リンダ７２の内面全周に当接することにより、シリンダ７２内面とピストン７６外面との
間の空間を軸線方向に液密および気密に分離する。
　また、パッキン８２ａは、少なくともシリンダ内面との当接部が、定常位置および押圧
位置において、以下に示す所定位置に位置するように形成されればよい。
　この点に関しては、他のパッキン（シール部材）８２ｂ～８２ｄも同様である。
【００４１】
　リブ８０ａおよびパッキン８２ａは、定常位置ではパッキン８２ａがシリンダ７２の最
小径領域７２ｄに位置し、押圧位置ではパッキン８２ａが同水導入部７２ｅに位置するよ
うに、形成される。
　また、パッキン８２ａの外径（最大径）は、最小径領域７２ｄの内径よりも大きく、か
つ、水導入部７２ｅの内径よりも小さい。すなわち、パッキン８２ａは、最小径領域７２
ｄをシリンダ７２内面とピストン７６外面との間の空間を、軸線方向に液密および気密に
分離する。
【００４２】
　なお、以下の説明では、便宜的に、シリンダ７２内面とピストン７６外面との間の空間
を『シリンダ７２内』、パッキンによる、このシリンダ７２内の軸線方向の液密および気
密の分離を『軸線方向に分離』とも言う。
【００４３】
　ピストン７６の小径部７６ａの直上には、全周に凹部８０ｂが形成される。この凹部８
０ｂには、外周に凸部を有する円筒状のパッキン８２ｂが嵌入／保持される。
　凹部８２ｂおよびパッキン８２ｂは、パッキン８２ｂが、常に（定常位置および押圧位
置の何れでも）、シリンダ７２の小径領域７２ｃに位置するように、形成される。また、
パッキン８２ｂの外径は、小径領域７２ｃの内径よりも大きい。すなわち、パッキン８２
ｂは、シリンダ７２内の小径領域７２ｃを軸線方向に分離する。
【００４４】
　ピストン７６の凹部８０ｂの上で、かつ、貫通孔７６ｃと７６ｄとの間には、全周に、
凹部８０ｃが形成される。この凹部８０ｃには、外周に凸部を有する円筒状のパッキン８
２ｃが嵌入／保持される。
　凹部８０ｃおよびパッキン８２ｃは、パッキン８２ｃが常に中径領域７２ｂに位置する
ように形成される。パッキン８２ｃの外径は、中径領域７２ｂの内径よりも大きい。すな
わち、パッキン８２ｃは、シリンダ７２内の中径領域７２ｂを軸線方向に分離する。
　また、凹部８０ｃおよびパッキン８２ｃは、押圧位置では、パッキン８２ｃの下端部が
、シリンダ７２の中径領域７２ｂと小径領域７２ｃとの境目となる段差に当接して、この
位置で、シリンダ７２内を軸線方向に分離するように形成される。
　すなわち、パッキン８２ｃは、ボタン８６（ピストン７６）の押圧位置（下端位置）を
規定するためのストッパの役割も有する。
【００４５】
　ピストン７６の凹部８０ｃおよび上側の貫通孔７６ｃの上には、上下端にリブを有する
フランジ部８０ｄが形成される。このフランジ部８０ｄのリブの間には、外周に凸部を有
する円筒状のパッキン８２ｄが嵌入／保持される。
　フランジ部８０およびパッキン８２ｄは、パッキン８２ｄが常にシリンダ７２の大径領
域７２ａに位置するように形成される。また、パッキン８２ｄの外径は、大径領域７２ａ
の内径よりも大きい。すなわち、パッキン８２ｄは、シリンダ７２内の大径領域７２ａを
軸線方向に分離する。
【００４６】
　前述のように、シリンダ７２の内部は、上から、大径領域７２ａ、中径領域７２ｂ、小
径領域７２ｃおよび最小径領域７２ｄと、段階的に、縮径している。
　また、上述のように、ピストン７６に装着されるパッキンは、最上部のパッキン８２ｄ
が大径領域７２ａを、その下のパッキン８２ｃが中径領域７２ｂを、その下のパッキン８
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２ｂが小径領域７２ｃを、その下のパッキン８２ａが最小径領域７２ｄを、ぞれぞれ、軸
線方向に分離する。
【００４７】
　すなわち、図示例においては、シリンダ７２内が、下方に向けて段階的に縮径し、ピス
トン７６に取り付けられるパッキンも、これに応じて、下方に向けて外径が小さくなる。
【００４８】
　前述のとおり、内視鏡装置においては、内視鏡による検査を行うたびに内視鏡の洗浄を
行う必要がある。内視鏡の洗浄を行う際には、ピストン（ボタン）をシリンダから取り外
して洗浄を行い、洗浄後、再度ピストン（ボタン）をシリンダに組み付ける。
　このように、内視鏡装置においては、ピストンの着脱を行う頻度が多いため、内視鏡の
洗浄を行うためにピストンの着脱を行う際に、パッキンが、シリンダの内径に形成された
接続孔に接触すると、パッキンに傷がついてしまい、シール性能が低下したり、パッキン
が切れてしまい、適切な管路の切り替えができないおそれがある。
【００４９】
　これに対して、本発明は、シリンダ７２内が、下方に向けて段階的に縮径し、ピストン
７６に取り付けられるパッキンも、これに応じて、下方に向けて外径が小さくなる形状と
し、かつ、流体管路の接続位置をそれぞれ対応する段に摺接するパッキンの押圧位置（下
端位置）よりも下側（先端側）にある構成とすることにより、ボタン６８（ピストン７６
）をシリンダ７２に組み込む際に、パッキンが、シリンダ７２の内面に形成される流入口
５０ｉ、５２ｉ、流出口５０ｊ、および、排出口５２ｊ（すなわち、接続孔）の角部に摺
接することを防止できる。
　すなわち、この構成によれば、内視鏡１０の洗浄等のためにボタン６８を取り外して、
洗浄終了後などに、再度、ボタン６８を取り付ける際に、シリンダ７２内の接続孔（孔の
角部等）でパッキンを損傷することを防止して、シール性能が低下することやパッキンが
切れてしまうことを防止することができ、適切に管路の切り替えを行うことができる。ま
た、パッキンの損傷を防止することができるので、パッキンの長寿命化を図ることができ
る。
【００５０】
　ピストン７６の、凹部８０ｂ（パッキン８０ｂ）と長穴７６ｂの下部との間には、全周
に凹部８４が形成される。この凹部８４には、略円筒状のスライダ８６が嵌入／保持され
る。
　スライダ８６は、硬質の樹脂製の部材である。また、凹部８４およびスライダ８６は、
スライダ８６が、常にシリンダ７２の小径領域７２ｃに位置するように、形成される。
【００５１】
　ここで、スライダ８６は、シリンダ７６の小径領域７２ｃに挿入可能で、かつ、小径領
域７２ｃの内径と略同一な外径を有する。従って、スライダ８６は、ボタン８６が押圧／
開放された際に、シリンダ７２の小径領域７２ｃ内周面の全周に当接して、軸線方向に摺
接して移動する。
　すなわち、スライダ８６は、ボタン８６（ピストン７６）の移動をガイドするガイド部
材であり、ボタン８６が軸線方向のみに移動するように、ボタン８６をガイドする。
【００５２】
　さらに、ピストン７６の凹部８０ｃ（パッキン８２ｃ）の上には、凹部９０が形成され
る。この凹部９０には、フラップ９２が嵌入／保持される。
　フラップ９２は、下端部が肉厚で、上端部近傍が漸次縮径する、略円筒状のゴム製の部
材である。フラップ９２は、下端部の肉厚部を凹部９０に嵌入することで、ピストン７６
に保持される。また、凹部９０およびフラップ９２は、フラップ９２がピストン７６の上
側の貫通孔７６ｃを覆い、かつ、フラップ９２の上端部が、貫通孔７６ｃの上でピストン
の外周全周に当接するように、形成される。
【００５３】
　このフラップ９２は、いわゆる自転車のタイヤに用いられる虫ゴムのような作用を有す
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るものである。
　すなわち、フラップ９２は、上端がピストン７６の外周面に当接することで、貫通孔７
６ｃを気密に覆ってはいるが、この上端は、自由端となっている。そのため、フラップ９
２は、貫通孔７６ｃから空気が排出されると、内部からの圧力によって上端部が広がり、
空気がフラップ９２の外部に排出される。逆に、フラップ９２に、外部から圧力が掛かっ
た場合には、貫通孔７６ｃを覆った状態を保ち、逆止弁として作用する。
【００５４】
　なお、図示例においては、フラップ９２と、その下のパッキン８２ｃとは別体であるが
、本発明は、これに限定はされない。
　すなわち、シリンダ７２やピストン７６の形状や構成によっては、フラップ９２と、そ
の下のパッキン８２ｃとを、一体で成形してもよい。
【００５５】
　ボタン６８の上端部には、ピストン７６の上端部を覆ってボタン頭７８が取り付けられ
る。ボタン頭７８（その上面）は、内視鏡１０を用いた診断等において、医師が、直接、
接触して、送気／送水ボタン３６を操作する部位である。
　図示例において、ボタン頭７８は、外径が、下方に向けて２段階で、漸次、減少する中
心に貫通孔を有する略円筒状のものであり、例えば、螺合によって、ピストン７６の上端
部に装着される。ボタン頭７８は、通常、樹脂等で形成される。
【００５６】
　一例として、ボタン頭７８の貫通孔は、上方が小径部７８ａで、下方が大径部７８ｂと
なっており、下方の大径部７８ｂが、ピストン７６の上端部に螺合する。
　一方、ボタン頭７８の貫通孔の上方の小径部７８ａは、ボタン頭７８がピストン７６に
装着された際に、ピストン７６に形成された長穴７６ｂに一致する（連通する）。
【００５７】
　ボタン受け７０は、ボタン６８を軸線方向に移動可能に保持すると共に、ボタン６８を
内視鏡１０の操作部１４（壁部１４ａ）に取り付けるための物である。
　図示例において、ボタン受け７０は、ボタン６８を挿通するボタン受け本体９８と、こ
のボタン受け本体９８を被嵌する取付けカバー１００とから構成される。
【００５８】
　ボタン受け本体９８（以下、本体９８とも言う）は、金属製の部材で、下端部近傍が閉
塞する二重管形状を有する（断面が略Ｕ字状の円環形状）。すなわち、本体９８は、中心
に円形の貫通孔９８ａを有する。
　ボタン６８は、この貫通孔９８ａに挿通されて、軸線方向に移動可能にボタン受け７０
に保持される。
【００５９】
　ここで、図４に示すように、ボタン頭７８の第２段目（軸線方向の下の段）の外径は、
本体９８の貫通孔９８ａの内径よりも大きい。また、ピストン７６の一番上のパッキン８
２ｄが装着されるフランジ８０ｄの外径も、本体９８の貫通孔９８ａの内径よりも大きい
。
　従って、ボタン６８は、不要に本体９８（ボタン受け７０）から抜けることは無い。
【００６０】
　また、本体９８の下端部近傍の閉塞面と、ボタン頭７８の最大径部の下面との間には、
スプリング１０２が配置される。
　このスプリング１０２は、ボタン頭７８を上方に付勢する。ボタン６８は、このスプリ
ング１０２によって上方に付勢されて、フランジ８０ｄが本体９８の下面（貫通孔９８ａ
を形成する筒の下端）に当接した位置で停止して、定常位置に保持される。
【００６１】
　取付けカバー１００は、ゴム製の略円筒状の部材である。
　この取付けカバー１００は、筒内の上方において、前記二重管形状のボタン受け本体９
８を収容／被嵌して、自身の弾性でボタン受け本体９８を保持する。
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　また、取付けカバー１００の内径は、前述の操作部１４に形成される円筒状の壁部１４
ａの外径と略同一である。さらに。取付けカバー１００の内側下端部には、全周に渡って
、凸状の取付け部１００ａが形成される。
【００６２】
　前述のように、取付けカバー１００は円筒状で、かつ、中に二重管構造の本体９８を収
容する。従って、取付けカバー１００で壁部１４ａを被嵌することにより、本体９８の貫
通穴９８ａと、壁部１４ａに取り付けられるシリンダ７２内とが連通する。
　図示例の送気／送水ボタン３６は、ボタン６８のピストン７６をシリンダ７２に挿入し
て、操作部１４に形成される壁部１４ａの外部を被嵌して、取付けカバー１００の取付け
部１００ａと、壁部１４ａとを係合する。
　送気／送水ボタン３６においては、これにより、ボタン６８およびボタン受け７０を、
着脱自在に内視鏡１０の操作部１４に取付け、送気／送水ボタン３６を構成する。
【００６３】
　なお、図示例においては、ボタン受け７０は、金属製の本体９８と、この本体９０を被
嵌する取付けカバー１００とで形成されているが、本発明は、これに限定はされない。
　すなわち、本発明において、ボタン６８を挿通するボタン受けは、例えば、樹脂を用い
た成形等によって、一体で形成されるものであってもよい。この際において、ボタン受け
の内視鏡への着脱自在な取付けは、ボタン受け７０と同様の弾性を利用する方法、螺合や
凹凸を利用する嵌合、固定部材を用いた取付け等、公知の方法によればよい。
【００６４】
　以下、図５を参照して、送気／送水ボタン３６の作用を説明することにより、本発明の
液体管路切換装置について、より詳細に説明する。
【００６５】
　図５（Ａ）（図４（Ｂ））に示すように、定常状態では、ボタン６８がスプリング１０
２の作用によって上方に移動している。
【００６６】
　定常状態では、送水チャンネル５０Ｌから供給された水は、流入口５０ｉからシリンダ
７６の水導入部７２ｅに送水される。
　定常状態では、水導入部４２ｅの上の最小径領域７２ｄには、ピストン７６の下端部に
配置されているパッキン８２ａが位置している。前述のように、このパッキン８２ａは、
最小径領域７２ｄの所定位置で、シリンダ７２内を軸線方向に分離している。
　従って、定常状態では、水導入部７２ｅに送水された水は、この水導入部７２ｅで停止
され、此処以外の所には送水されない。
【００６７】
　一方、送気チャンネル５２Ｌから供給される空気は、導入口５０ｉからシリンダ７２内
に送気される。
　定常状態では、この導入口５０ｉが形成される位置は、導入口５０ｉの下方で、小径領
域７２ｃに位置するパッキン８２ｂが、導入口５０ｉの上方では、中径領域７２ｂに位置
するパッキン８２ｃが、それぞれシリンダ７２内を軸線方向に分離している。
　従って、導入口５０ｉからシリンダ７２内に送気された空気は、中径領域７２ｂの下端
部に位置する貫通穴７６ｄからピストン７６の長穴７６ｂに送気され、長穴７６ｂおよび
ボタン頭７８の貫通孔７８ａを経て、送気／送水ボタン３６（ボタン６８）の外部に排出
される。
【００６８】
　ここで、この定常状態において、内視鏡１０を操作する医師が、ボタン頭７８の貫通孔
７８ａを指で閉塞する。
　これにより、ピストン７６の長穴７６ｂに送気された空気は行き場を失い、ピストン７
６の上側の貫通孔７６ｃからフラップ９２を押し広げて、シリンダ７２内に送気され、シ
リンダ７２に形成された排出口５２ｊから、出側の送気チャンネル５２Ｌに送気される。
　送気チャンネル５２Ｌに送気された空気は、次いで、送気／送水チャンネル６４Ｌに送
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気されて、送気／送水ノズル６４から射出される。
【００６９】
　さらに、医師が、ボタン頭７８を押圧すると、図５（Ｂ）に示す押圧状態となる。
　この状態では、最小径領域７２ｄでシリンダ７２内を軸線方向に分離していたパッキン
８２ａが、その下の水導入部４２ｅに移動する。前述のように、パッキン８２ａの径は、
水導入部４２ｅの内径よりも小さい。従って、水導入部４２ｅに送水された水は、最小径
領域７２ｄおよび小径領域７２ｃのパッキン８２ｂで分離された領域まで送水される。
　ここで、シリンダ７２の小径領域７２ｃの下端部には、流出口５０ｊが形成され、此処
に、送水チャンネル５０Ｌの出側が接続される。従って、小径領域７２ｃに送水された水
は、送水チャンネル５０Ｌに送水される。
　送水チャンネル５０Ｌに送水された水は、次いで、送気／送水チャンネル６４Ｌに送水
されて、送気／送水ノズル６４から射出される。
【００７０】
　ここで、前述のように、パッキン８２ｃは、押圧位置では、パッキン８２ｃの下端部が
、シリンダ７２の中径領域７２ｂと小径領域７２ｃとの境目となる段差に当接して、この
位置で、シリンダ７２内を軸線方向に分離する。
　また、押圧状態では、下側の貫通孔７６ｄは、小径領域７２ｃに位置する。加えて、水
は、貫通孔７６ｃの下方に位置するパッキン８２ｂによって、止められている。
　従って、押圧状態では、送気チャンネル５２Ｌに接続された流入口５２ｉから送気され
た空気が、貫通孔７６ｃからピストン７６内の長穴７６ｂに送気されることはない。すな
わち、送気／送水ボタン３６によれば、押圧状態では、送気を遮蔽して、水のみを適正に
送水することができる。
【００７１】
　さらに、医師がボタン頭７８の押圧を開放すると、スプリング１０２の作用によって、
ボタン６８が上方に移動して、定常状態となる。
【００７２】
　次に、ピストン７６（ボタン６８）の着脱について、より詳しく説明する。
　図４（Ｂ）に示すように、先端側のパッキン８２ａが摺接する最小径領域７２ｄには、
流体管路と接続される接続孔が形成されておらず、また、最小径領域７２ｄよりも上の領
域のシリンダ７２の内径はパッキン８２ａよりも大きい。したがって、ピストン７６を着
脱する際にパッキン８２ａは、接続孔（流出口５０ｊ等）と接触することがない。
　次に、先端側から２番目のパッキン８２ｂが摺接する小径領域７２ｃには、送水チャン
ネル５０Ｌが接続される排出口５０ｊが形成されている。図５（Ｂ）に示すように、この
排出口５０ｊは、ピストン７６が押圧位置にあるときのパッキン８２ｂの位置よりも下側
（先端側）に形成されている。したがって、小径領域７２ｃのパッキン８２ｂよりも上側
には、流体管路と接続される接続孔が形成されておらず、また、小径領域７２ｃよりも上
の領域のシリンダ７２の内径はパッキン８２ｂよりも大きい。したがって、ピストン７６
を着脱する際にパッキン８２ｂは、接続孔（流入口５２ｉ等）と接触することがない。
【００７３】
　同様に、先端側から３番目のパッキン８２ｃが摺接する中径領域７２ｂには、送気チャ
ンネル５２Ｌが接続される流入口５２ｉが形成されている。図５（Ｂ）に示すように、こ
の流入口５２ｉは、ピストン７６が押圧位置にあるときのパッキン８２ｃの位置よりも下
側（先端側）に形成されている。したがって、中径領域７２ｂのパッキン８２ｃよりも上
側には、流体管路と接続される接続孔が形成されておらず、また、中径領域７２ｂよりも
上の領域のシリンダ７２の内径はパッキン８２ｃよりも大きい。したがって、ピストン７
６を着脱する際にパッキン８２ｃは、接続孔（排出口５２ｊ等）と接触することがない。
　また、先端側から４番目（一番上）のパッキン８２ｄが摺接する大径領域７２ａには、
送気チャンネル５２Ｌが接続される排出口５２ｊが形成されている。図５（Ｂ）に示すよ
うに、この排出口５２ｊは、ピストン７６が押圧位置にあるときのパッキン８２ｄの位置
よりも下側（先端側）に形成されている。したがって、大径領域７２ａのパッキン８２ｄ
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よりも上側には、流体管路と接続される接続孔が形成されていない。したがって、ピスト
ン７６を着脱する際にパッキン８２ｄは、接続孔（排出口５２ｊ等）と接触することがな
い。
【００７４】
　このように、本発明の構成によれば、内視鏡１０の洗浄等のためにボタン６８を取り外
して、洗浄終了後などに、再度、ボタン６８を取り付ける際に、シリンダ７２内の接続孔
の角部等でパッキンを損傷することを防止することができるので、検査を行うたびに洗浄
を行う必要がある内視鏡装置において、ピストンの着脱の際のパッキンの損傷を防止して
、シール性能が低下することやパッキンが切れてしまうことを防止することができ、適切
に管路の切り替えを行うことができる。また、パッキンの損傷を防止することができるの
で、パッキンの長寿命化を図ることができる。
【００７５】
　以上、本発明の内視鏡用の液体管路切換装置および内視鏡について詳細に説明したが、
本発明は上記実施例に限定はされず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の変
更や改良を行ってもよいのは、もちろんである。
【産業上の利用可能性】
【００７６】
　各種の診療や検査に用いられる内視鏡に、好適に利用することができる。
【符号の説明】
【００７７】
　１０　内視鏡
　１２　挿入部
　１４　操作部
　１４ａ　壁部
　１６　ユニバーサルコード
　１８　ＬＧコネクタ
　２０　ビデオコネクタ
　２４　先端部
　２６　アングル部
　２８　軟性部
　３２　鉗子口
　３４　吸引ボタン
　３６　送気／送水ボタン
　３８　ＬＲツマミ
　４０　ＵＤツマミ
　４２　ＬＲブレーキ
　４６　ＵＤブレーキ
　４８　吸引コネクタ
　４８Ｌ　吸引チャンネル
　５０　送水コネクタ
　５０ｉ、５２ｉ　流入口
　５０ｊ　流出口
　５０Ｌ　送水チャンネル
　５２　送気コネクタ
　５２ｊ　排出口
　５２Ｌ　送気チャンネル
　５４　ＬＧ棒
　６０　照明レンズ
　６２　鉗子孔
　６２Ｌ　鉗子チャンネル
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　６４　送気／送水ノズル
　６４Ｌ　送気／送水チャンネル
　６８　ボタン
　７０　ボタン受け
　７２　シリンダ
　７２ａ　大径領域
　７２ｂ　中径領域
　７２ｃ　小径領域
　７２ｄ　最小径領域
　７２ｅ　水導入部
　７６　ピストン
　７６ａ　小径部
　７６ｂ　長穴
　７６ｃ，７６ｄ，７８ａ，９８ａ　貫通孔
　７８　ボタン頭
　８０ａ　リブ
　８０ｂ，８０ｃ，８４，９０　凹部
　８０ｄ　フランジ
　８２ａ，８２ｂ，８２ｃ，８２ｄ　パッキン
　８６　スライダ
　９２　フラップ
　９８　（ボタン受け）本体
　１００　取付けカバー

【図１】 【図２】
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